
四国全域において甚大な被害が想定される南海トラフ地震や、激甚化・頻発
化する風水害などの巨大災害から生命と暮らしを守るため、ハード・ソフト両面

から防災・減災対策を推進し、安全・安心な四国 を目指します。

老朽化が進む道路、上下水道などの社会インフラについて、将来にわたり安
全・安心な暮らしを守れるよう、施設の点検や更新を進めます。また、持続的な
社会インフラに向けて、メンテナンスの技術力向上や担い手の育成に取組みま
す。

四国圏広域地方計画

南海トラフ地震や風水害に
対応する安全・安心な四国

四国圏
の目標

１
四国圏広域地方計画

このまちで、暮らしたい
～誰もが活躍し、豊かに暮らせる四国～

避難時の
生活環境の改善 ダムの建設・改良

災害時のリダンダンシー
確保のための「四国８の字

ネットワーク」の整備

砂防堰堤の整備 点検実習等を通した
人材育成

遊水地の整備等による
治水対策

トレーラーハウス等の
フェーズフリーの導入 堤防の整備・

内水対策

デジタル防災の推進

ドローンによる
インフラメンテナンス

ドローンパイロットの育成

耐震強化岸壁

高知港海岸における
三重防護



四国の豊かな森林や海域などの保全・再生や、健全な水循環の維持により、

生物多様性を保全し、自然と共生する四国 を目指します。

地球温暖化を防ぐため、温室効果ガスの排出削減に取組むとともに、森林の
保全や藻場の拡大などによる吸収を高める取組を進め、2050年カーボン
ニュートラルの実現を目指します。

バイオマスの活用やリデュース・リユース・リサイクルの取組を進め、地域内で
の資源循環の促進を図ります。

四国圏広域地方計画

気候変動対策や自然環境の保全・
利活用により自然と共生する四国

四国圏
の目標

２
四国圏広域地方計画

このまちで、暮らしたい
～誰もが活躍し、豊かに暮らせる四国～

送電網・パイプライン等の
強靭化による

エネルギーの安定供給

カーボンニュートラル
ポートの形成

水質の
分析・管理

島々の自然の
保護・管理

漂流・漂着ごみ・
海洋プラスチック対策

藻場の拡大

リデュース・リユース・
リサイクルの推進

燃料電池自動車
等の普及促進

住宅等への太陽光
パネルの普及促進

再生可能エネルギーの
導入

地産地消の促進

充電設備の
設置促進

ハイブリッドダムの取組

環境教育

森林環境の保全･利活用

生態系の
保全・再生



四国では全国より２５年早く、人口減少が進んでいます。個性ある４県が連携し、

地域課題の解決や地域の魅力向上を図り、 持続可能で活力あふれる四国 を
目指します。

分野の垣根を越えた、市町村界にとらわれない、官民パートナーシップによる
地域経営と、デジタルの徹底活用によるリアル空間の質的向上により、暮らしに
必要なサービスが持続的に提供される「地域生活圏」の形成を目指します。

地域公共交通・買い物・医療・福祉・介護・教育などの暮らしに必要なサービスの
利便性の最適化と複合化や、そのデジタル技術実装の加速化、地域内経済循環
の再構築などに取組みます。

個性ある地域が連携して活力
あふれる四国

地域生活圏の形成

四国圏
の目標

３

四国圏広域地方計画

四国圏広域地方計画
このまちで、暮らしたい

～誰もが活躍し、豊かに暮らせる四国～

歩いて暮らせるまちづくり

デマンド交通の導入

遠隔医療・遠隔教育

交通・情報通信ネットワークの強化

自動運転や
ライドシェアの導入

「道の駅」等を
交通結束点とした

地域公共交通の再構築

にぎわい拠点の創出

空き家の利活用

中山間地域等集落における
５Ｇ通信環境の整備

「地域の中心エリア」に日常
生活を支える買い物、医療等の
「機能」をコンパクトに集積

中山間部における
「デジ活」



四国遍路、食文化や美しい自然風景など、世界にも認知された魅力ある歴
史・文化を保全・継承しつつ、サイクリング、現代アートなど新たな文化や地域
資源を活用し、持続可能な観光地域づくり、既存観光資源の高付加価値化、新
たな観光資源の創出に取組みます。

デジタル技術を活用した情報発信と戦略的な広報活動により、四国の魅力

を国内外へ広く発信し、 交流・連携により人をひきつける四国 を目指し
ます。

四国圏広域地方計画

歴史・文化、風土を生かした
交流・連携により人をひきつける四国

四国圏
の目標

４
四国圏広域地方計画

このまちで、暮らしたい
～誰もが活躍し、豊かに暮らせる四国～

さぬきうどん

「食文化」を通した観光振興かつおのたたき

古民家の保全・再生、街並み景観保全

「お遍路文化」の次世代継承

なると金時

道後温泉

阿波踊り産業遺産

瀬戸内国際芸術祭
（現代アート）

「甘平」をはじめとした
愛媛の柑橘

サイクリングルート
の整備

「釣り文化振興モデル港」
を通じた観光振興



多様な価値観やライフスタイルが尊重され、仕事と家庭を両立しながら、結婚

や子育て、医療や介護を行える生活環境づくりを進め、 誰もが自分らしく暮
らし、力を発揮できる四国 を目指します。

子どもたちが健やかに育ち、学べるよう、教育や保育の充実、デジタル技術を
活用した学びの環境づくりを進めます。

地域の人々が協力して課題解決に取り組む共助の仕組みを広げ、地域の魅力
を生かした交流を通じて二地域居住などの関係人口を増やし、地域を支える担
い手の育成に取組みます。

四国圏広域地方計画

多様性が尊重され、誰もが
生き生きと活躍する四国

四国圏
の目標

５

四国圏広域地方計画
このまちで、暮らしたい

～誰もが活躍し、豊かに暮らせる四国～

リモートワークの推進

ＩＣＴを活用した
医療・介護の高度化

防犯ボランティア団体
による活動

子育てにやさしい
社会づくり

インフルエンサーを
通じた観光情報の発信

二地域居住
の促進

デュアルスクール
の取組

農作業体験の場の提供

高齢者の社会参画促進



四国では生産年齢人口の減少が進んでいます。次世代船舶などの戦略産業
分野、製紙業などの地場産業や農林水産業の生産性向上を図り、地域産業の

成長により、競争力を発揮し、豊かに暮らせる四国 を目指します。

デジタル化（DX）や脱炭素化（GX）への対応、AIやロボットの活用により、も
のづくりやサービスの付加価値を高めていきます。

大学・企業・行政の連携による新商品開発や人材育成、地域発のイノベーショ
ンを通じて、新たな産業の創出に取組みます。

四国圏広域地方計画

地域産業の成長と創出により
競争力を発揮する四国

四国圏
の目標

６
四国圏広域地方計画

このまちで、暮らしたい
～誰もが活躍し、豊かに暮らせる四国～

人材育成の推進

産業のＧＸ化 データセンターの整備 スタートアップ支援

産学官の連携促進

製紙業の高度化

スマート農林水産業の推進次世代船舶の製造新たな産業の創出ＤＸ・ＡＩの活用による生産性向上

ものづくり企業と
ＩＴ企業のマッチング

研究開発等による
地域発イノベーション


